
（青森県　平成２５年度）

メ
ニュー

①

メ
ニュー

②
事業内容 事業費

（円）

交付金 都道府
県費

市町村
費

その他

弘前
市

つがる
弘前農
協

土地利
用型作
物
（稲）

▼［水
稲］
▼（環境
保全）
▼環境保
全型農業
に取組む
農業者の
割合を増
加

25.1% 51.2% 72.0% 73.1% 75.6% 95.0% エコ
ファー
マー認定
者数の割
合が48.0
ﾎﾟｲﾝﾄ増加
し、目標
を概ね達
成した。

・環境保
全型農業
取組農家
数（弘前
東部地区
営農組合
組合員）
のうち販
売農家数
324名

・施設受
益者のう
ち販売農
家数　443
名

土地利
用型作
物（大
豆）

▼［大
豆］▼
（生産性
向上）
▼大豆単
収の増加

158.3kg 138.0kg 168.9kg 95.6kg 174.2kg -394.3% 平成25年9月
15日～16日に
かけて発生し
た台風18号に
よる豪雨によ
り、多くのほ
場が浸水し、
倒伏・汚損に
よる刈取不能
ほ場が発生し
たほか、長雨
の影響によ
り、一定の品
質を確保する
には高刈りせ
ざるを得な
かったため、
単収が大幅に
下落した。

乾燥調製
施設
(1棟：
1,688㎡
処理量：
生籾1,618
ｔ、大豆
141ｔ)

698,668,950 287,055,000 411,613,950 H23.9.9 環境保全型農業への誘導
を図るため、稲作農家へ
のチラシによる周知を進
めた結果、目標を概ね達
成し、エコファーマー認
定者が大幅に増加した。
わずかに目標を達成でき
なかった要因は、施設の
利用率が84%に留まって
いるため、エコファー
マーへの誘導が徹底し切
れていないためと考えて
おり、今後、施設有効性
を訴えながら新規の利用
者の開拓に努め、エコ
ファーマー認定者の更な
る増加を図る。
また、大豆の栽培技術に
ついては、施肥同時播種
などによる労働力の省力
化、施設の早めの対応に
よる早期刈取の実施によ
る適期収穫の徹底などが
図られるようになった。
しかし、収穫時期の天候
により作柄が左右されや
すく、特に、平成25年は
台風18号や26号による豪
雨や収穫時期(10月中旬
～11月中旬）の降雨日数
が19日間もあったことな
ど、長雨の影響により単
収が大きく落ち込んだ。
このため、浅耕小畝立栽
培により水はけを良くし
て雨の影響を少なくする
といった気象条件の影響
を受けにくく、安定生産
が図られる技術の導入を
進める。

施設の利用者につい
ては全員がエコ
ファーマーに認定さ
れるなど、ライスセ
ンターを核とした環
境保全型農業の取組
が確実に浸透してい
ると評価する。今後
成果目標の達成に向
け、更に施設利用の
有効性と環境保全型
農業の必要性を農業
者に訴え、エコ
ファーマー認定者の
増加を支援する。
大豆については、天
候による影響を最小
限に抑えるため、排
水対策の徹底と、湿
害対策として小畦立
て栽培技術の導入な
ど、安定多収が図ら
れる技術の導入につ
いて指導する。

市町
村名

事業実
施主体

名

成果目標
の具体的
な内容①

事業実施後の状況①

成果目標
の具体的
な実績①

成果目標
の具体的
な内容②

達成率

（対象
作物・
畜種等
名）②

事業実施主体の評価 都道府県の評価
（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

計画時
（平成
21年）

１年後
（平成
23年）

２年後
（平成
24年）

達成率

事業実施後の状況②

成果目標の具
体的な実績②

負担区分（円）

完了
年月
日

３年後
（平成
25年）

事業実施主体等取組評価報告書（産地競争力の強化を目的とした整備事業）

備考
（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時
（平成
21年）

１年後
（平成
23年）

２年後
（平成
24年）

３年後
（平成
25年）

目標値
（平成
25年）

目標値
（平成
25年）



（青森県　平成２５年度）

メ
ニュー
①

メ
ニュー

②
事業内容 事業費

（円）

交付金 都道府
県費

市町村
費

その他

弘前
市
大鰐
町

つがる
弘前農
協

環境保
全（環
境保全
型農
業）

▼［野菜］
▼（環境保
全）
▼受益地域
の堆肥の施
用面積の割
合を増加

37.7% 53.1% 56.3% 56.3% 100% 29.9% 堆肥施用面
積割合が
18.6ﾎﾟｲﾝﾄ
増加した
が、目標は
達成されな
かった。

・受益地域
の野菜作付
面積のうち
堆肥施用面
積　9.4ha

・受益地域
の野菜作付
面積
16.7ha

環境保
全（環
境保全
型農
業）

▼［野菜］
▼（環境保
全）
▼環境保全
型農業に取
り組む農業
者の割合を
増加

1.9% 26.7% 26.7% 26.7% 52.4% 49.1% 特別栽培
に取り組
む農業者
の割合が
24.8ﾎﾟｲﾝ
ﾄ増加し
たが、目
標は達成
されな
かった。

・受益地
内の環境
保全型農
業に取り
組む農業
者数 28
戸

・受益地
内農業者
数 105戸

堆肥製造
施設
（１棟
1,140㎡
製造量
654t）

134,683,500 64,135,000 70,548,500 H23.8.31 堆肥の有効活用を
進めるため、野菜
生産部会員に対し
チラシの配布によ
る堆肥の有効性の
周知を図った結
果、徐々に認知が
進み、施用面積の
割合は拡大した
が、部会員全体に
は浸透し切れてい
ないため、目標達
成には至らなかっ
た。今後は、堆肥
の利点を野菜の栽
培講習会でも重点
的に指導し、施用
を強力に働きかけ
ていく。
また、野菜の特別
栽培の制度や生産
方法の研修会を開
催し、付加価値販
売のメリットを周
知した結果、堆肥
の活用などにより
特別栽培に取り組
む生産者は増加し
た。しかし、栽培
方法や事務手続き
が煩雑なイメージ
が農家にあり、新
規の取組者が増加
していないため、
先行者の事例など
を踏まえた研修会
などを開催し、取
組の増加を図って
いく。

堆肥の施用につい
ては、施設の設置
後、施用面積が増
加したものの、堆
肥施用の効果の理
解が不十分なた
め、利用が伸び悩
んでいると判断さ
れるため、県で
は、ＪＡと合同で
栽培講習会などを
開催し、堆肥の活
用に向け、農家の
理解を促してい
く。
また、特別栽培
も、施設の設置に
より取組者が増加
したものの、その
後は新規の取組者
が増加していない
状況となっている
ため、既取組者を
中心とした仲間づ
くりを進め、新規
に取り組みやすい
環境づくりを支援
する。

市町
村名

事業実
施主体
名

成果目標の
具体的な内

容①

事業実施後の状況①

成果目標の
具体的な実

績①

成果目標の
具体的な内

容②

事業実施後の状況②

成果目標
の具体的
な実績②

負担区分（円）

完了
年月
日

事業実施主体の評
価

都道府県の評価 備考
（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時
（平成
21年）

１年後
（平成
23年）

２年後
（平成
24年）

３年後
（平成
25年）

目標値
（平成
25年）

目標値
（平成
25年）

達成率

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

達成率

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時
（平成
21年）

１年後
（平成
23年）

２年後
（平成
24年）

３年後
（平成
25年）



（青森県　平成25年度）

メ
ニュー
①

メ
ニュー
②

事業内容 事業費

備考

（円）

交付金 都道府県
費

市町村費 その他

青森市 青森市
浪岡第
1りん
ご生産
組合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（10a
当たり
の削
減）230
時間→
184時間
以下

230時
間

－ ー ー ー ー ー ー 184時
間

184時
間

100.0% 労働時間
の削減目
標を達成
（10a当
たり）46
時間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
2.47ha

17,920,478 8,960,000 1,792,000 1,792,000 5,376,478 H18.3.27 わい化への改植で、栽培管
理の省力化が図られ、10a
当たり46時間の労働時間が
削減されたことにより目標
が達成された。

事業による改植でわい化栽
培面積を拡大し省力化を図
るとともに、剪定等技術の
習得により、作業効率の良
い園地づくりを進め。労働
時間削減の目標が達成され
た。

弘前市 弘前改
植組合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（生
産量１
ｔ当た
りの削
減）
88時間
→63時
間以下

88時間 － ー ー ー ー ー ー 58時間 63時間 120.0% 労働時間
の削減目
標を達成
生産量１
ｔ当たり
30時間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
1.91ha

7,034,076 3,517,000 703,000 703,000 2,111,076 H18.3.30 わい化への改植で、栽培管
理の省力化が図られ、生産
量１ｔ当たり30時間の労働
時間が削減された。

事業による改植でわい化栽
培面積を拡大し省力化を図
るとともに、早期の摘果作
業により作業効率を高め、
労働時間削減の目標が達成
された。

弘前市 平成17
年度岩
木りん
ご第2
改植組
合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（生
産量１
ｔ当た
りの削
減）
78時間
→58時
間以下

78時間 － ー ー ー ー ー ー 58時間 58時間 100.0% 労働時間
の削減目
標を達成
生産量１
ｔ当たり
20時間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
3.95ha

35,394,170 17,697,000 3,539,000 3,539,000 10,619,170 H18.3.31 わい化への改植で、栽培管
理の省力化が図られたこと
により、生産量１ｔ当たり
20時間の労働時間が削減さ
れ、目標が達成された。

事業による改植でわい化栽
培面積を拡大し省力化を図
るとともに、早期の摘果作
業により作業効率を高め、
労働時間削減の目標が達成
された。

弘前市 相馬わ
い化推
進組合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
りんご
全出荷
量に占
める秀
品率割
合の増
加
53.8％
→
65.8％
以上

53.8% － ー ー ー ー ー ー 70.4% 65.8% 138.3% りんご全
出荷量に
占める秀
品率割合
増加目標
達成
16.6%

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式　4.1ha

20,066,655 10,033,000 2,006,000 3,009,000 5,018,655 H18.3.25 わい化による改植で栽培管
理の省力化を図り、早期の
摘果と栽培技術の習得によ
り秀品割合が16.6％増加し
目標が達成された。

事業による改植でわい化栽
培面積を拡大し省力化を図
るとともに、早期の摘果作
業と栽培技術の習得により
秀品率が向上し、目標が達
成された。

計画時
（平成
16年）

達成率

６年後
（平成
23年）

７年後
（平成
24年）

８年後
（平成
25年）

目標値
（平成
25年）

達成率

完了年月
日

事業実施主体の評価 都道府県の評価

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

４年後
（平成
21年）

１年後
（平成
18年）

２年後
（平成
19年）

３年後
（平成
20年）

４年後
（平成
21年）

５年後
（平成
22年）

３年後
（平成
20年）

負担区分（円）

５年後
（平成
22年）

事業実施後の状況②

目標値
（平成
25年）

成果目標
の具体的
な実績②

（対象
作物・
畜種等
名）②

６年後
（平成
23年）

７年後
（平成
24年）

８年後
（平成
25年）

市町
村名

事業実
施主体
名

成果目
標の具
体的な
内容①

事業実施後の状況①

成果目標
の具体的
な実績①

成果目
標の具
体的な
内容②

（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時
（平成
16年）

１年後
（平成
18年）

２年後
（平成
19年）



（青森県　平成25年度）

メ
ニュー
①

メ
ニュー
②

事業内容 事業費

備考

（円）

交付金 都道府県
費

市町村費 その他

計画時
（平成
16年）

達成率

６年後
（平成
23年）

７年後
（平成
24年）

８年後
（平成
25年）

目標値
（平成
25年）

達成率

完了年月
日

事業実施主体の評価 都道府県の評価

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

４年後
（平成
21年）

１年後
（平成
18年）

２年後
（平成
19年）

３年後
（平成
20年）

４年後
（平成
21年）

５年後
（平成
22年）

３年後
（平成
20年）

負担区分（円）

５年後
（平成
22年）

事業実施後の状況②

目標値
（平成
25年）

成果目標
の具体的
な実績②

（対象
作物・
畜種等
名）②

６年後
（平成
23年）

７年後
（平成
24年）

８年後
（平成
25年）

市町
村名

事業実
施主体
名

成果目
標の具
体的な
内容①

事業実施後の状況①

成果目標
の具体的
な実績①

成果目
標の具
体的な
内容②

（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時
（平成
16年）

１年後
（平成
18年）

２年後
（平成
19年）

黒石市 17年黒
石改植
組合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（10a
当たり
の削
減）
233.4時
間→
183.7時
間以下

233.4
時間

－ ー ー ー ー ー ー 182.5
時間

183.7
時間

102.4% 労働時間
の削減目
標を達成
（10a当
たり）
50.9時間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
1.33ha

19,396,000 9,698,000 1,939,000 969,000 6,790,000 H18.3.31 わい化への改植で、栽培管
理の省力化が図られたこと
により、10a当たり50.9時
間の労働時間が削減され、
目標が達成された。

事業による改植でわい化栽
培面積を拡大し省力化を図
るとともに、早期の摘果作
業により作業効率を高め、
労働時間削減の目標が達成
された。

黒石市 17年黒
石第2
改植組
合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（生
産量１
ｔ当た
りの削
減）
80時間
→61時
間以下

80時間 － ー ー ー ー ー ー 60時間 61時間 105.3% 労働時間
の削減目
標を達成
生産量１
ｔ当たり
20時間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
2.38ha

26,570,775 13,285,000 2,657,000 1,328,000 9,300,775 H18.3.31 わい化への改植により、り
んご栽培の省力化が図られ
たことにより、10a当たり
20時間の労働時間が削減さ
れ、目標が達成された。

事業による改植でわい化栽
培面積を拡大し省力化を図
るとともに、早期の摘果作
業により作業効率を高め、
労働時間削減の目標が達成
された。

平川市 平成17
年度平
賀町り
んご改
植組合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（10a
当たり
の削
減）219
時間→
173時間
以下

219時
間

－ ー ー ー ー ー ー 173時
間

173時
間

100.0% 労働時間
の削減目
標を達成
（10a当
たり）46
時間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
1.41ha

17,074,281 8,537,000 1,702,000 1,727,000 5,108,281 H18.3.31 わい化への改植で、栽培管
理の省力化が図られたこと
により、10a当たり46時間
の労働時間が削減され、目
標が達成された。

事業による改植でわい化栽
培面積を拡大し省力化を図
るとともに、晩成種から早
生、中生品種へ切り替えを
進め、労働時間削減の目標
が達成された。

平川市 平成17
年度平
賀町第
2りん
ご改植
組合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（生
産量１
ｔ当た
りの削
減）
78時間
→58時
間以下

78時間 － ー ー ー ー ー ー 58時間 58時間 100.0% 労働時間
の削減目
標を達成
生産量１
ｔ当たり
20時間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
0.81ha

7,441,897 3,720,000 743,000 748,000 2,230,897 H18.3.31 わい化への改植で栽培管理
の省力化が図られたことに
より、生産量１ｔ当たり20
時間の労働時間が削減さ
れ、目標が達成された。

事業による改植でわい化栽
培面積を拡大し省力化を図
るとともに、晩成種から早
生、中生品種へ切り替えを
進め、労働時間削減の目標
が達成された。



（青森県　平成25年度）

メ
ニュー
①

メ
ニュー
②

事業内容 事業費

備考

（円）

交付金 都道府県
費

市町村費 その他

計画時
（平成
16年）

達成率

６年後
（平成
23年）

７年後
（平成
24年）

８年後
（平成
25年）

目標値
（平成
25年）

達成率

完了年月
日

事業実施主体の評価 都道府県の評価

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

４年後
（平成
21年）

１年後
（平成
18年）

２年後
（平成
19年）

３年後
（平成
20年）

４年後
（平成
21年）

５年後
（平成
22年）

３年後
（平成
20年）

負担区分（円）

５年後
（平成
22年）

事業実施後の状況②

目標値
（平成
25年）

成果目標
の具体的
な実績②

（対象
作物・
畜種等
名）②

６年後
（平成
23年）

７年後
（平成
24年）

８年後
（平成
25年）

市町
村名

事業実
施主体
名

成果目
標の具
体的な
内容①

事業実施後の状況①

成果目標
の具体的
な実績①

成果目
標の具
体的な
内容②

（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時
（平成
16年）

１年後
（平成
18年）

２年後
（平成
19年）

藤崎町 藤崎町
りんご
わい化
栽培研
究会

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（10a
当たり
の削
減）224
時間→
177.2時
間以下

224時
間

－ ー ー ー ー ー ー 176.9
時間

177.2
時間

100.6% 労働時間
の削減目
標を達成
（10a当
たり）
47.1時間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
0.92ha

13,733,311 6,797,000 1,281,000 681,000 4,974,311 H18.3.31 わい化への改植で、栽培管
理の省力化が図られたこと
により、10a当たり47.1時
間の労働時間が削減され、
目標が達成された。

事業による改植でわい化栽
培面積を拡大し省力化を図
るとともに、早期の摘果作
業により作業効率を高め、
労働時間削減の目標が達成
された。

藤崎町 常盤り
んご改
植組合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（10a
当たり
の削
減）225
時間→
177時間
以下

225時
間

－ ー ー ー ー ー ー 176.8
時間

177時
間

100.4% 労働時間
の削減目
標を達成
（10a当
たり）
48.2時間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式　0.8ha

4,934,546 2,467,000 493,000 246,000 1,728,546 H18.3.31 わい化への改植で、栽培管
理の省力化が図られたこと
により、10a当たり48.2時
間の労働時間が削減され、
目標が達成された。

事業による改植でわい化栽
培面積を拡大し省力化を図
るとともに、早期の摘果作
業により作業効率を高め、
労働時間削減の目標が達成
された。

大鰐町 大鰐地
区りん
ご改植
推進組
合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（10a
当たり
の削
減）240
時間→
192時間
以下

240時
間

－ ー ー ー ー ー ー 189.7
時間

192時
間

104.8% 労働時間
の削減目
標を達成
（10a当
たり）
50.3時間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
1.05ha

5,508,650 2,754,000 550,000 550,000 1,654,650 H18.3.31 わい化への改植で、栽培管
理の省力化が図られたこと
により、10a当たり50.3時
間の労働時間が削減され、
目標が達成された。

事業による改植でわい化栽
培面積を拡大し省力化を図
るとともに、晩生種から早
生、中生品種へ切り替えを
進め、労働時間の削減目標
が達成された。

つがる市 つがる
市りん
ご改植
組合
2005

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（生
産量１
ｔ当た
りの削
減）
78時間
→58時
間以下

78時間 － ー ー ー ー ー ー 56時間 58時間 110.0% 労働時間
の削減目
標を達成
生産量１
ｔ当たり
22時間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
3.55ha

25,580,182 12,790,000 2,558,000 2,558,000 7,674,182 H18.3.27 わい化への改植で、りんご
栽培の省力化が図られたこ
とにより、生産量１ｔ当た
り22時間の労働時間が削減
され、目標が達成された。

事業による改植でわい化栽
培面積を拡大し省力化を図
るとともに、栽培技術の習
得により効率的な作業を実
施し、労働時間の削減目標
が達成された。



（青森県　平成25年度）

メ
ニュー
①

メ
ニュー
②

事業内容 事業費

備考

（円）

交付金 都道府県
費

市町村費 その他

計画時
（平成
16年）

達成率

６年後
（平成
23年）

７年後
（平成
24年）

８年後
（平成
25年）

目標値
（平成
25年）

達成率

完了年月
日

事業実施主体の評価 都道府県の評価

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

４年後
（平成
21年）

１年後
（平成
18年）

２年後
（平成
19年）

３年後
（平成
20年）

４年後
（平成
21年）

５年後
（平成
22年）

３年後
（平成
20年）

負担区分（円）

５年後
（平成
22年）

事業実施後の状況②

目標値
（平成
25年）

成果目標
の具体的
な実績②

（対象
作物・
畜種等
名）②

６年後
（平成
23年）

７年後
（平成
24年）

８年後
（平成
25年）

市町
村名

事業実
施主体
名

成果目
標の具
体的な
内容①

事業実施後の状況①

成果目標
の具体的
な実績①

成果目
標の具
体的な
内容②

（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時
（平成
16年）

１年後
（平成
18年）

２年後
（平成
19年）

板柳町 2005板
柳改植
組合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（10a
当たり
の削
減）
259.6時
間→
196.6時
間以下

259.6
時間

－ ー ー ー ー ー ー 196.6
時間

196.6
時間

100.0% 労働時間
の削減目
標を達成
（10a当
たり）63
時間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
3.55ha

46,700,000 23,350,000 4,670,000 4,670,000 14,010,000 H18.3.30 わい化への改植で、りんご
栽培の省力化が図られたこ
とにより、10a当たり63時
間の労働時間が削減され、
目標が達成された。

事業による改植でわい化栽
培面積を拡大し省力化を図
るとともに、栽培技術の習
得により効率的な作業を実
施し、労働時間の削減目標
が達成された。

鶴田町 鶴翔わ
い化改
植組合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（10a
当たり
の削
減）264
時間→
198時間
以下

264時
間

－ ー ー ー ー ー ー 198時
間

198時
間

100.0% 労働時間
の削減目
標を達成
（10a当
たり）66
時間

小規模土
地基盤整
備
改植一式
0.88ha

4,954,800 2,477,000 495,000 743,000 1,239,800 H18.3.27 わい化への改植で、りんご
栽培の省力化が図られたこ
とにより、10a当たり66時
間の労働時間が削減され、
目標が達成された。

事業による改植でわい化栽
培面積を拡大し省力化を図
るとともに、園地の品種構
成の均一化により作業効率
を向上させたことにより、
労働時間の削減目標が達成
された。

70.1%
総合
所見

都道府県平均
達成率

・目標年度が２５年度となっている１６地区のうち１４地区で目標を達成している。
・目標を達成できなかった２地区（弘前市つがる弘前農協）についての県の対応は次のとおり。
・エコファーマー認定者数増加のための取組を引き続き実施。
・大豆の安定多収に向けた栽培技術指導の実施。
・野菜への堆肥施用面積増加に向けた栽培講習会の開催。
・特別栽培取組者数増加に向けた新規取組者への支援。
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